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しかし，よく考えてみると，ハ格の基底形が／a／であるのは問題がないにしても，ヲ格の基底形
が／o／でなけれぱならない理由はなさそうである。ヲ格の基底形として／a／を選ぶと，ハ格との
区別ができなくなってしまうので，困るけれども，／U／でもよさそうである．同様に，ニへ格も
／i／であってもよさそうである5’．ただこう考えると（1－2），（1－3）を次のように変える必要がある．
　　　（1－6）　u　→　a　／　a　＆＿　　　　（進行岡化）
　　　（1－7）周一［8］／｛9｝・一　　（進桐化）
　しかし，さらによく考えてみると，これではく赤い〉の音便形？akooを／？aka＆u／から派生で
きなくなる。つまり，／？aka＆u／に（1－6）が適用されると，＊？akaaとなってしまうわけである．
逆に，〈赤い〉の？akeeを／？aka＆i／から派生するには，（1－3）ではなくて（Y7）が必要である．
動詞についても，たとえば，〈食べよう＞tabjoo，〈書こう＞kal｛ooに対して，〈起きよう＞ol〈jUU
という形がある．これは（1－3）で説明できそうである．これらすべてをうまく説明するためには，
どういう条件でどうなるのかを正しく規定する必要がある．例えば，＜買った＞koota，〈会った〉
？ootaに対して，〈買う〉，〈会う〉がなぜkoo，？ooではなくて，　kau，？auなのか6）．〈食べよう〉，
〈起きよう〉ではtabjoo，？okjuuというように1があるのに，〈書こう＞kakooではなぜ1がない
のか．一方く食べている＞tabjooru，＜起きている＞okjUuru，〈書いている＞kakjooruにはなぜす
べてjが現われるのか。〈食べる＞tabe’ru，〈食べさせる＞tabesase’ru，〈食べられる＞taberare’ru
などのように，一方ではruの直前にアクセント核があり，他方では〈食べた〉匙a’beta，〈食べさ
せた＞tabesa’seta，〈食べられた＞tabera’retaのように，　taの二つ前の音節境界にアクセント核が
あるのに，〈食べだす＞ta’bedasuや〈食べだした＞ta’bedafitaはなぜそうならないのか．　ta’bedasu
やta’beda∫itaのアクセント核の位置が，〈食べている＞ta’bjooru，〈食べていた＞ta’bjottaと同
じであるなら，くやっている＞jarjo’oru，〈やっていた＞jarjo’ottaのアクセント核の位置はどう説
明したらいいのか．
　＜食べている（継続）＞tabjooruと〈食べている（orある）（完了）＞tabe£oruはそれぞれ，
／tabe＆or＆ru／，／tabe＆t（e）＆or＆ru／から派生された形であると考えられるが，なぜtabjooruで
は長母音になるのに，tabetoruではならないのか．〈食べよう＞tabjoo，〈食べている＞tabjooruな
どのjは，〈網は〉？amjaaのjと同じ性質のものなのか．〈買う〉は＊kooとならないのに・なぜ
く言う〉，〈醤った〉はjuu，　juutaとなるのか7）．
　これらの現象を説明するためには，事実を表にして配列するだけでは不十分である．記述自体
に生産性（productivity）がなければならない．例えば，〈食べている＞tabjooru，〈書いている＞
kakjo。ru，〈捨てている〉∫k∫ooru，〈やってくる＞jarjooruから，　jooruという要素を取り出すこと
ができ，さらにく食べていた＞tabjotta，〈書いていた＞kal〈jotta，〈捨てていた〉∫it∫oota，〈やってい
た＞jarjootaと並べてみることによって，　joor＆ru，　joor＆taという形を取り出すことができるの
で，結ee　joorという形態素が抽出できることになるが，ここでやめてしまうと，アクセントの
説明が完全に遊離してしまうことになる8》．最終的には本文で述べるように，／or／という形が抽
ユ7ユ
出されることになる．
　1．2　記述の対象
　記述の対象は，筆者のiCliolectであり，岡山方言の話者同志の会話において比較的若い麿の間
で用いられているスタイルである．年齢差による違いはかなりあると思われる．例えば，筆者の
祖母（1）と父（のと筆者讃身（皿）で次のような違いが見られる9）．
　　　　　　〈赤い〉　　　〈白い〉　　　〈食べよう〉　　〈やろう＞
　　　　　1　　　？aka∋’aC　　　　　　　　∫ire’e　　　　　　　　　　tabjo’o　　　　　　　　　jajoo～jaro’o
　　　　　H　　？ake，e　　　　　　　∫ire’e　　　　　　　　tabje’o　　　　　　　jaroo～jaro’o
　　　　　獲　　？ake’e　　　　　　　∫ire’e　　　　　　　　tabjo’o　　　　　　　jaro’o
　IではE｛）ee／ee及びoo～o’o／ooの対立があるのに，　Hではeeee／eeの対立は中和してすべてee
になっている10》．Bではさらに00～0’0／OOの対立も失われてすべて0’oになっている．本稿で
扱うのは1豆のスタイルのものである．しかし，？ake’e，∫ire’e，　tabjo’o，　laro’oをそれぞれ，？aka’i，
∫iro’i，　tabejo’o，　jaro’oと発音する場合がある．これは，王，　H，廻を通じていえることである。
このスタイルを岡山標準語と呼ぶことにする．全国の標準語との違いは，前老が？aka’iであるの
に，後者が？akaiであるところにあるEb．もう少し違った例で示すと，次のようになる．
全圏標準語
岡山標準語
岡山方言1，H，IH
全国標準語
岡山標準語
岡山方雪1，II！
岡山方言皿
表　　　記
〈牛は〉
？u∫iwa
？u∫iwa
？u∫aa
〈食べろ＞
tabe’ro
tabe’ro
ta’be
ta’bee
〈牛も〉
？u∫imo
？U∫i’mo
？u∫i’mo
〈捨てろ＞
sutero
sute，ro
fite’e
∫ite’e
〈牛に〉
？u∫ini
？ufini
　　　2u∫｛i
　〈書け＞
　ka’ke
　ka’ke
　ka，ke
　ka，kee
〈牛へ〉
？u∫ie
？u∫ie
〈やれ＞
Ja「e
jaye
jare’e
jare’e
　1．3
　表記はIPAを用いる．ただし，母音の細かい音緬は区別しない．長母音は：ではなく，母音
を二つ並べて表す．形態素内部には，すでに音声規鰯が適用されているものとする，したがって，
〈して〉は，／site／ではなく，／∫ite／と表す．〈落として〉／？otos＆te／fOS　？oto∫iteとなるのは，瑚
の規員IR（よる．〈豆腐は〉は，／toohu＆a／ではなく，／too蜘＆a／でなければならない．なぜなら，
too¢aaは，／toohu＆a／からは派生できないからである。形態素内部に適用される規則について
は述べない．
　アクセント核は’で表す．実際の音との関係は次のようになっている．
　　　音韻解釈　　　　　　　　　　　　　　実際の音形
　　　　1　　　　2　　　　　　3　　　　　1　　　　2　　　　　　3
　　a　／M／　／M　M／　／M　M　M／　　M　⊥1可　一…．LM」M　M
　　b　／M，／　／M’M／　／M’M　M／　　M　　MI－－M＿　…M－”lM　M＿
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　　c　　　　／M　M，／　／M　M，M／　　　　．照」T　＿翼UTL誕＿
　　d　　　　　　　　　　／M　M　M，／　　　　　　　　　　．M＿「瓢…曲M…
　なお，／’M／のようなものがある．たとえば〈も〉／’mo／は，〈牛〉／？u∫i／に付加されると，
？u∫i’moすなわち，2思獄鰹g．となる．
　名詞及び助詞は，各語彙についてアクセント核の有無，もしあればその位置の指定が必要であ
る12）．動詞の語幹は，アクセント核の有無だけが指定してあればよい．動調の語尾は，アクセン
ト核の麿無，位置，predominatingか否か，　attractionを必要とするか否かなどの指定が必要で
ある．形容詞の語幹は，すべてアクセント核を持っているので，指定はいらない．
II．勇
　2．薯名
　　2．1．1
析
タ
詞
l
　
デ
　　（坂）
　　（網）
　　（犬）
　　（家）
　　（外）
表層上の交替
原形
saka，
？ami’
？inu’
？ie’
SO，to
ハ格
saka’a
？amja’a
？ina’a
？ija’a
SO，taa
ヲ格
saka’a
？amju’u
？inu’u
？ijo’O
SO，tOO
二，へ格i3’
sake’e
？am圭’i
？ini’i
？ie’e
SO，tee
　2．1．2
ハ格はaa～jaa，ヲ格はaa～uu～oo～jUtl～joo，ニへ格はee～iiの交替がある．
　2．1．3　言吾幹と語尾
〈網〉を例にとってみると，語幹と語尾の境について次の三通りの分けかたができる，
　　　ω　語幹　　　語尾　　　（i圭）語幹　　　　語尾
　　　　　　？ami，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　？ami，
　　　　？amj　a’　a　　　　　　？am⑧j　　a’a
　　　　？aml　u’　u　　　　　？am⑧j　　u’u
　　　　？am圏i，　i　　　　　　　？am⑧翻　　i’i
　　　　　　⑧や翻の所には実際には音が襟在しない．
　（i）は」が語幹内部に挿入されている．すなわち，
　　　（2－・）φ一j／一｛1｝・V　（1挿入・）
一方㈹ではjが語幹と語尾の間に挿入されている，すなわち，
　　　（2－2）φ一j／｛1｝一・V　（j撤・）
㈱では語幹末の母音が変化したものであるから，
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鱒　語幹
　　？ami，
　　？aml
　　？amj
　　？am⑧
語尾
a，a
疑，u
i，i
（2－3）・→j／一・
｛
1
｝ （j形成）
（i｝，（ii）の團と⑧の部分は，
　　　（2－4）1一φ／一｛1｝　　（1消表）
　　　（2－5）　V→φ／＿（1）VV14）　　（V消去）
音価は，
　　　（2－6）　V王→V2／＿＆V2　　　　　（逆行同化）
によって説明できる．㈹，圃のアクセント核の位置については，
（2－7）｛98｝￥｝→・（j）V’・・S）
（アクセント核移動）
によって説明できる．
　　2．1．4基　底形
　2．1．　3から明らかなように，語幹は原形が基本になっている．基底形としては，もちろん原形と
同じものを選んでおけばよい16）．一方，語尾は（i）を採用するか，㈹，欝を採用するかで，基底形
が短母音か長母音かの違いが生じるが，それ以外にヲ格のaa～uu～oo，ニへ格のee～iiの交替
形のうちどれを基底形に選ぶかが問題になる。ハ格が常にaaであることからヲ格はaaを除い
たuu～ooのうから選ぶべきであることがわかる1？）．
　ヲ格は，語幹末がaならaa，語幹末がi，　uならuu，語幹末がe，　Qならooである．すなわ
ちヲ格の音緬は，譜幹末母音の舌の高さに一致（調和）していることになる．ニへ格は語幹末が
a，e，　oならee，語幹末がi，　uならiiである．やはり，不完全ながら語幹末母音の舌の高さに一
致している．ハ格，ヲ格，ニへ格の母音の音衝の一致の仕方を図示すると次のようになる．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　語幹末母音
ニへ格　　　　　　　　　ヲ格
　ii　　　　　　i　　　u　　　　　uu
　ee　　　ζ　・　　　　e　　　　　o　　””・曹・一・－　　00
　　　　　、　　　　　　　a　・…一・一・　　我a
　　　　　　一
　　　　　　　ハ格
　　　　　　　aa
ヲ格とニへ格について次の二つの場合を考えてみよう．
　　　（iv）ヲ格の基底形は／o／，二へ格の基底形は／e／
　　　〈V｝ヲ格の基底形は／u／，ニへ格の基底形は／i／
（i）でしかも働の場合を選ぶと次の規翔が必要になる．
　　（2－8）　o　→　a　／　a　＆＿　　　　（進行同化）
　　（2－9）［9］→［a］／｛k｝・一　（進行同化）
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（i）でしかも（V＞の場舎を選ぶと次の規則が必要になる．
　　（2－10）　tt→　a　／　a　＆＿　　　（進行同化）
（2－・・）田→［剖／｛二｝＆一 （進行岡化）
　　2．1。5母音体系
　1挿入1，j挿入2あるいはj形成から，いずれにしても，　i，　eがnatural　classを成している
ことがわかる．u，　o，　aに対してi，　eは［－bacl〈］である．ヲ格とニへ格の岡化からi，　tlおよび
e，oがnatural　classを成していると考えられる．ハ格が同化しないことから，　aに対してi．　u．
e，oが一つのクラスを成しているものと思われる．以上の事実から，母音体系は次のようになっ
ていると考えられる．
　　　　　　　　　　　　　「漏講厩・「1
　　　　　　　　　　　　　「すヨ∵国
　　　　　　　　　　　　　L竺L∴丘一酬
　　　　　　　　　　　　　1囲一．∴一一1＿．1
　　2．f．　6　規　　　則
　2．1．5で示したfeatureを用いると，（2－8），（2－9）は次のようにまとめられるユ8》．
幽
L綱一レ劇／［〈　　Vαhighβ10w〉］・一
一
方，（2－10），（2－11）は，次のようにまとめられる19）．
（2　’　13）
［（酬一L〈劇／1〈謡・〉］・一
（2－12）と（2－13）からわカ）ることは，
ある．
　　2、1．7代償延長
（進行隅化）
（進行岡化）
（2－9）と（2－11）の違いはさほど重要ではないということで
　2．1．3で示した（i）を選ぶか，あるいは（ii），働を選んでも，語彪の基底形を長愚音と考えるかぎ
り，以上の規則のみで十分であるが，（ii）もしくは㈱を選び，しかも語尾の基底形を短母音と考え
たい場合は，代償延長という規瑚が余分に必要になってくる．さらに，（ii｝の場合j挿入2の前に
魁音が長くなるのか，逆に挿入2の後で母音が長くなるのかで二つの場合が考えられる．
　　　　㈱　代償延長がj挿入2に先行する．
　　　　㈲　代償延長が1挿入2に後続する．
　鱒の場合は，
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　　　（2－14）　V→VV／V＆＿　　　　　　　　（代償延長）
なお」挿入は（2－2）のままでよいか，あるいはむしろ（2－15）のように環境を指定しておくべきか
は，今の段階ではよくわからない．
　　　（2－・5）φ一j／｛1｝・一＆VV　　（j挿入）
　㈹の場合は，
　　　（2－16）　V→VV／Vj＆＿　　　　　　　　　（代償延長）
　㈹，㈲のどちらが優れているかを決める唯一の手掛かりは，助詞「や」が付いた蒔の形がどう
なるかを調べることである．〈網や〉／？ami’＆ja／は？ami’jaであって？amja’aではない．｛vVの方
法だと，／？ami’＆ja／には（2－14）が適ffjできないから，？ami’jaaとはならない，もちろん（2－2）も
（2－5）も適用できないから，最終的には？ami’jaとなる，一方㈹の方法だと，／？ami’＆ja／は
（2－15）の適絹は受けないが，（2－16）によって？ami’jaaとなり，さらに（2－5）によって？am5aaに
なり，次に（2－7）が適用されて？amja’aという正しくない形を派生してしまうことになる，〈網
は〉／？ami’＆a／は，？amja’aとならなければならないが，〈網や〉／？ami’＆ja／は？amja’aとなっ
てはいけないのである．したがって，代償延長に基づく場合の正しい順序及び派生は，次のよう
でなければならないことになる．　　　　　　　　　　　　　　　　1
　〈網は〉
／？amiラ＆a／
？ami，＆aa
？ami’」＆＆a
？am’」＆aa
？amj＆a’a
〈網や〉
／？ami，＆ja／
（2－14）
（2－2）
（2－5）
（2－7）
代償延長
1挿入2
V消去
アクセント核移動
　　　　　　？amja，a　　　　　？ami，ja
　なお，代償延長に基づく方法では，進行同化は必要であるが，逆行覇化は不要となる．たとえ
ば，〈網を〉の派生は次のようになる．
　　　　　　〈網を〉
　　　　　　／？ami，＆o／
？ami，＆u
？ami，＆ULI
？ami’1＆uu
？am，j＆uu
？amj＆u’u
（2－12）
（2－14）
（2－2）
（2－5）
（2－7）
進行同化
代償延長
1挿入2
V消去
アクセント核移動
　　　　　　？arnju’u
以上面を選んだ場合の代償延長の方法について見てきたが，働を選んだ場舎はどうなるであろ
うか．この場合，
　　　㈱　代償延長がj形成に先行する．
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　　　　㈱　代償延長がj形成に後続する．
の二つの場合が考えられる．まず㈱の場合を見ていくことにする．
　〈網は〉　　　　〈網や〉
／？ami，＆a／　　／？ami，＆ja／
？ami，＆aa
？amj’＆aa
？amj＆a’a
　〈網を〉
／？ami，＆0／
？ami’＆u　　（2－12）　進行同化
？arnY＆uu　　（2－14）　代償延長
？amj’＆uu　　（2－3）　j形成
？amj＆u’疑　（2－7）　アクセント核移動
　　　　　　？amja’a　　　　？ami’ja　　　　？amju’u
合の場合全く問題はない．次に価の場合を見ていくことにする．
　〈網は〉　　　　〈網や〉
／？ami，＆a／　　　　　　　／？ami，＆ja／
？alnj’＆a
？amj’＆aa
？amj＆a’a
　〈網を〉
／？ami，＆o／
？amY＆Xl　　（2－12）　進行岡化
？amj，＆u　　（2－3）　1形式
？amj’＆uu　　（2－17）　代償延長：
？amj＆uk　　（2－7）　アクセント核移動
　　　　　　？amja’a　　　？ami’ja　　　？amjtt’u
代償延長として（2－17）の規期があれば，この場合も全く問題はない．
　　　（2－17）　V→VV／Cj＆＿　　　　　（代償延長）
　國の方法でも問題はなさそうだが，自然さという観点からすると，國よりは㈱ほうが勝ってい
るように思われる．以上まとめると，代償延長による方法としては，
　　　　㈹　代償延長が」挿入2に先行する．
　　　　幡　代償延長がj形成に先行する。
　　　　囲　代償延長がj形成に後続する．
は構わないけれども，
　　　　㈹　代償延長がj挿入2に後続する．
は困ることがわかる．
　　2．1．8　ま　と　め
　今までのべてきたことをまとめて，図示すると次のようになる．
　
課
ユ入挿
ー
語尾の基底形が短母音　　　　　　　　　　　語尾の基底形が長母音
／／ペー×…．＿　　　　　へ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1形成　　　　　　　　　1挿入2
代償延長
が先行
　
　
　
　 1
（圭）　　（翰
代償延長
が後続
　
　
　
　
1
　㈲
」形成
▲代償延長　代償延長
が先行　　が後続
誌　蕊
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（ii｝
進行同化
逆行周化
V消去
j消去
アクセント核
　移動
分析の適格性
十
÷
　
÷
十
　
十
十
十
十
÷
十
÷
th
　　　　　　　　可　　可　　　　不可　　　　可
　　　　　　　　　　　÷　その規劉が必要である
　　　　　　　　　　　一　その規則が不要である
派生例（ただしヲ格の基底形として／o／を選ぶ）
ω　　〈網は〉
　　？am呈’＆a／
　　？ainj　i’＆a
？amja’＆a
　〈網を〉
／？ami’＆o／
？amli’＆o
？amji’＆u
？εlnユju，＆1ユ
　〈網や〉
／？ami，＆ja／
十
÷
可
十
　
十
十
十
（2－1）　1挿入1
（2－11）　進行同化
（2－6）　逆行周化
十
　　　　　　？amja’a　　　？amju’u　　　？ami’ja
〈網へ〉／？ami’＆e／吟？ami’iの派生においてj消去が必要である．
｛一
可
進行同化を｝挿入1より前に持ってきてもよい．たとえば，〈網を〉／2ami’＆o／→（進行同化）一一’・
？ami’＆u→（j挿入）o　？amji’＆“→（逆行同化）→？amju’＆u
（ii）　　　　　　〈網は〉　　　　　　　　　〈網を〉　　　　　　　　　〈網や〉
　　／？ami，＆aa／　　　／？ami，＆00／　　　／？ami，＆ja／
　　　　　　　　　？ami，＆uu
　　　　？alni，j＆aa　　　　　？ami，j＆Llu
　　？am’j＆aa　　？am写＆uu
　　　？arnj＆a’a　　　？amj＆u’u
　　　　進行岡化
（2－2）　1挿入2
（2－5）　V消玄
（2－7）　アクセント核移動
　　　　　　？amja’a　　　？amju’u　　？ami’ja
j消去は必要である，進行嗣化を」挿入2の後に適燗することもできる。その場合（1－3）を＆の
後で，jを越えても適用できるように修正したものが必要となる．
働　　〈網は〉　　　〈網を〉　　　〈網や〉
　　／？εしmi，＆aa／　　／？ami，＆（）o／　　／？ami，＆jEし／
　　　　　　　　？am圭’＆uu
　　？amア＆aa　？amj’＆uu
　　？amj＆a’a　？amj＆u’u
（2－11）　進行闘化
（2－　3）　　j形成
（2－7）　アクセント核移動
　　　　　　？amja，a　　　？amju，u　　　？ami，ja
〈網へ〉／？am｛’＆ee／→？ami’iの派生において，　V消去が必要である．
　　　　飼　　〈網は〉　　　〈網を〉　　　〈網や〉
　　　　　　／？am重’＆a／　／？ami，＆O／　／？amf＆ja／
　　　　　　　　　　　　？ami・＆u　　　　　　　　　（2－11）　進行隅化
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？am圭9＆aa　　　？ami，＆uu
？aini’1＆aa　？ami’j＆uu
？am’j＆aa　？am’1＆uu
？a覇＆a’a　？aml＆u’u
（2－14）　代償延長
（2－2）　1挿入2
（2－－5）　V消去
（2－7）　アクセント核移動
　　　　　　？amja’a　　　？amju’u　　　？ami’ja
進行同化は1挿入2の後でも構わない．働の場合を参照．
㈲　　〈網は〉
　　／？段mi’＆a／
？ami，＆aa
？amj’＆aa
？amj＆a’a
　〈網を〉　　　〈網や〉
／？ami’＆・／／？ami’＆ja／
？ami，＆u
？ami，＆uu
？amj’＆uu
？amj＆Ll’Ll
（2－11）
（2－14）
（2－3）
（2－7）
進行岡化
代償延長
」形成
アクセント核移動
　　　　　　　　？a1〕鱒a’a　　　　　？arajtt’u　　　　　？amiラja
〈網へ〉／？ami’＆e／一一〉　？ami’iの派生において，　V消去が必要である．
｛iX）　　〈網は〉
　　／？amY＆a／
？amj’＆a
？amj’＆aa
？amj＆a’a
　〈網を〉　　　〈網や〉
／？ami’＆0／　／？ami’＆ja／
？ami，＆u
？amj’＆u
？amj，＆uu
？εしrnj＆u，u
（2－11）
（2－－3）
（2－17）
（2－7）
進行同化
1形成
代償延長
アクセント核移動
　　　　　　？amja’a　　　？amju’u　　　？ami’ja
〈網へ〉／？ami’＆e／一〉　？ami’iの派生において，　V消宏が必要である．
　V消去を必要とする方法（ii，　iii，　vi，　viii，　ix）は，アクセント核移動を必要とする一方逆行嗣化
を必要としない。逆にV消去を必要としない方法（i）はアクセント核移動を必要としないが，逆行
岡化が必要である．これは，逆行同化が完金岡化であることを物語っているi
　l形成による方法ではj消去が不要であるが，」挿入による方法では1消去が必要である，た
とえば，（i）の方法において，〈網へ〉は次のように派生される．〈網を〉と並べてみよう．
　〈網を〉
／？ami，＆o／
？amj｛’＆・
？amji’＆u
？arnj　u，　＆tl
　〈網へ〉
／？ami’＆e／
？amji’＆e
？amji’＆ミ
？ami，＆i
（2－－1）　j挿入1
（2－U）　進行同化
（2－　6）　　逆行騨彗イヒ
（1－5）　1消去
　　　　　　　　　　？amju’u　　　　？ami，i
もともと不要な1が一旦挿入されて，消去されることになる．一毘矛盾するようであるが，〈網
を〉の派生を見るとわかるように，」挿入とj消去は違った条件で適用される．もっとも，〈網へ〉
の派生における煩わしさを排除することもできないわけではない．それには，j消去を必要とす
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る環境を結果的に作り出す場合には，はじめから」を挿入しないようにすれぱよいわけである．
そのためには（2－1），（2－2）をそれぞれ（2－18），（2－19）のように改めればよい．
（2－18）
（2－／9）
φ一」／一｛1｝・｛1｝
φ一1／｛1｝・一＆｛1｝
（i｝の場合だけ派生を示すと次のようになる．
　〈網は〉　　　〈網を〉
／？alni’＆a／　／？am呈’＆o／
？amji’＆a　　　　　　？amji，＆0
　　　　　　？amju’＆u
？amja，＆a
〈網へ〉
（1挿入3）
（j挿入4）
／？ami’＆e／
？ami，＆量
（2－18）　j挿入3
（2－11）　進行同化
（2－6）　逆行同化
　　　　　　？amja’a　　？amju’u　　？amYi
　　2．1．9分析の評摘
　今まで各種の生成の仕方について述べてきたのであるが，ここで，どの分析が優れているかを
考察してみようと思う．もし，規則の数が少ないほうが優れているといえるならば，j形成の分
析が最も優れていることになるが，もう少し違った観点からの評価があってもよさそうに思われ
る．その一つとして，規翅が持っている独立の動機づけ（independnt　moteivation）の数があげら
れよう、独立の動機づけを多く持っている規則の数が，多けれぱ多いほど，その分析は優れてい
ると考えられる．次に規則の轡然性（natura王ness）の問題が考えられる．たとえば，（2－5　a）より
は（2－5b）のほうが自然である20）．
　　　（2－5a）　V→φ／＿＆jVV
　　　（2－5b）　V→φ／＿＆VV
第三に，適用範囲の狭い規則が多いほどその分析は好ましくないといえよう．たとえば，（2－18）
のほうが（2－1）よりも適用範囲が狭い．
（2－　・8）φ→」／一｛1｝・｛1｝
（2一ユ） φ→」／一｛1｝＆v
（」挿入3）
（j挿入ユ）
第四に，派生の途申に実際は有りえない形（発音不可能のものも含む）をどれくらい持っている
かということが，一つの基準として考えられる．たとえば，？am’jUUという形は発音可能である
が存在しない．？amji’＆uと？ami’＆uuは共に発音可能であるが，後者のほうが発音しやすい，
？am’juuと？amj’uuとでは前者のほうが発音しやすい．
　以上の四点を総合すると，（i）の分析が最も優れているように思われる21）．
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（註）
　＊本稿は1975年3月に博士課程三年次の報告論文として，京都大学に提出したものに撫筆したものの一部で
ある．
　1）虫明氏の記述は正確でしかも体系的である．これを読んで忘れかけていた自分の方需をずいぶん客観的
　　に見直すことができた、しかし，細かい点については，筆饗や筆者の組舞あるいは両親のものとわずかに
　　違うものもあった．たとえば，〈手を〉はtjo’oだけではなくt∫o’oもある．〈墨てよう〉も？atjoo（～？atjo’o）
　　と共に？at∫oo〈～？at∫o’o）もないわけではない．これらは〈掌を〉がdju’uでなく蕗u’uであることを説
　　明するほど容易ではない．もっとも，tjo’oかtfe’oか改めて祖母に尋ねると，返事に鐵るようであった．
　　〈出よう〉では，また少し事情が異なるようであった．祖母に〈西瓜〉を発音してもらったら，suika～s”三・ka
　　～fiikaなどのバリァントが得られた．
　2）P．263による．ハ格，ヲ格，ニへ格などの名称は虫明疵に従う．
　3）EeEti）という母音を持っている話者ではsakeeaDとなるはずである．　eeEflという母音を持っていない話者
　　ではsakee～sakaeとなる．
　4）虫明氏は特に述べておられないが，原形は〈が〉，〈の〉，くと〉，〈から〉などの格助詞及びくです〉の前に環
　　れる．〈は〉，〈を〉，〈に～へ〉の前だけで同化が起こるのは，これらが母音語韓の言葉に付くと，／a／，／o／，
　　／e／などの愚音で始まるからである．
　5）二格とへ格の区別がないということと岡縛に，二格のniのnが脱落した結果であるのか，それとも，へ
　　格のeによるものか不明である．〈先生に会いに行く〉を祖母は，Gence：ni？ai：？ikuと発音した．しか
　　　し，nが脱落する条件はよくわからない．〈酒に酔う〉は，　sakee　jouとは言わないようである．なお，
　　　ガ方雷学講座』第三巻p．　314に次のような記述がある．
　助調にっいて特に留意したいものを述べると，共通語では格助講eは方向を示し，niは場所を示す
と書われているが，山陰地方ではこの使い分けをしない．館幡郡家晦では，eは用いず，すべてniで
示す．浜田町では前行母音がeの時は「酒工酔ウ」「燕工餌ヲヤル」とeとなるが，他の場合はiとな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　くひ
る．「学校イ行ク・「弟イヤル」など．出雲市では鴇ンナル・学奢ンナル・鳥ネナル・学考ネナル」
　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　くラ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む　　　　　　　　　　　　　　　　　ゆ　　　　　　　　　　　　　　くレ　　　　　　　　　　　　　　　　　む
と，N，　neが共通語のniに対応しているが，「東京へ行く」という場合は陳京工行ク」という．しか
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　む
し，iにはeが君応するからもともとは石見のようにiであろう．隠岐は「中へ・山へ」はnake，　jame
という。nakai＞nakeの変化と考えられる．
　　似たような現象は，大分にも見られる．大分の鶴綺ではfへ」がなく二で表す．しかも1、iのnは脱落
　する．（芦口，1974：101～102）
6）岩井（1975：237）によれば，中越（三条など）・佐渡（真野など）・越申・能登・加賀では〈買う〉，〈買
　った〉をコー，コータという．また，上村（1975：340）によれば，薩摩地方ではモロ篇貴う，ヤシノ・・
　養う　という．さらに広島県庄原市山内町の土井二五一氏（1895年生）の発話には，ナッテ　シモーカ
　モ　シランヨーノー（なってしまうかもしれないねえ），オ煮烹ンデ偲うんだが），チ烹と．ヨー（違うよ
　ね）等がみられる．（全国方書資料第5巻）
7）〈買う〉，〈買った〉をカウ，カッタと書う地方でも，〈書った〉をユータと欝う地方（膏海）がある．一方
　〈蟹う〉，〈買った〉をコー，コータと雷う地方でも，〈雷った〉をイッタと需う地方（中越の三条）がある．
　　岩ヂ←　（1975　：237）
8）Venneman（1974：348－9）によると，語根と接尾辞について次の四つの立場がある．
　ω　すべてのparadigmがレクシコンにおいて，単一の基本形によって指定されていて，補充法（SUI）ple－
　　tion）も含めてすべて規則で扱う．
　（2）補充的なものはレクシコンに指定されているが，規麹の中には生産的でないものもある．
　（3）生産的でないものはすべてレクシコンで扱い，生産的なものだけを規劉で扱う．
　（4）すべてレクシコンに指定してあり，規賊ま余剰性の機能を持つ．
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　Vennemanによると，　Chomsky－Halleは（2），　Hudsonが（3）の立場であり，彼霞身の雷場は（4）であるとい
う．ところでく4）の立場（彼のいう瓠a£ural　Generativct　i’hoiユ。10g｝・）に従うと，1？ami＆a／から？a瞬aa
　　を導きだすのは音韻規則ではないことになる．周山方雷において音韻規刷の資格をもっているものは，
　　s→∫／＿iぐらいしかない．〈手を〉，〈当てよう〉をtjoo，？atjooと発音する人の場合，　tj→tfというプロ
　　セスは音韻規則ではない．Vermemanによれば，規鋼の順序はrandom　sequentialであるが，これは彼
　　の立場上当然のことであって，だからといって記述の一般姓が増大するというものではない．むしろ，
　　レクシコン内部の問題をその場その場で処理せざるをえなくなり，記述の一般性を大きく欠くことにな
　　る．しかもアクセントと分節音の関係が不透明になってしまう．したがって，Vennemanやその弟子の
　　Hooperらの考えを受け入れることはできない．本稿では（2）の立場ど闘守するが，できるだけ抽象的な基
　　底形を設定することを避ける努力をしている．
9）組母は明治35年騰山市生まれ，岡山市畜ちである．昭和51年に亡くなる前まで，筆者は根母の岡山方言
　　をことある毎に記録する機会に恵まれた．父は大正10年岡山甫生まれ，隅山鳶育ち．筆巻は昭和23年玉
　　野市生まれ，昭和32年から昭和41年まで岡出市に在佳，昭和41年から昭和45年まで東大阪市，昭和45年
　　から昭和56年まで京都市，昭和56年から現在まで吹団帯に在柱している．母は大正13年津山市生まれで
　　あるから，インフォーマントとしてはあまり理想的ではない．母は（皿）のスタイルを使用している．
10）φとかyとかいった母音はみとめられなかった．
11）大体において岡山標準語は全国標準語と分節音は同じでアクセントに違うものがある．しかし，閣山標
　　準語と岡山方書は分節音の面でも（形態素の違いも食める）アクセントの颪でも異なっている．たとえ
　ば，〈やっている（完了）〉は鵬山標準語では．i　lt　tte　iru，濁山方言ではjatto’ruという違いがある．
12）助詞はさらにpredominatingか否かの指定が必要であるが，本稿ではふれない．
13）名称は虫明氏に従う。
ユ4）（ii｝の場合はV→φ／＿＆jVVであり，㈱の場合はV→φ／＿＆VVである．もっとも，この規劉
　　は動詞の／tabe＆joo／一〉　tabjoo，ノtabe＆ee／→tabeeのどちらをも説明できるので，　V→φ／＿＆（」）VV
　　としてある．
15）（iipの場合は1がCとして扱われる．？amj’aa→？amj　a’　a．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　CVCCVV　CVCCVV
16）〈も〉，〈から〉等の前では原形が現れる．
17）ヲ格を／aa／と考えるとハ格との区別が音韻的に不可能になる．受身の（r）areと尊敬の（r）areのように，
　　音韻上全く岡じ形を待っているものなら，形態素の藤では違っていても音韻的に簡一一の形を設定するこ
　　とができる．しかし，ハ格とヲ格のように音韻的に違った分布を承すものは，できるなら，音韻的にも
　　達った形を基底形として設定しておくべきである．
18）この規則は次の二つの規則に分けられる．
［剰一膿］・［瀾・一
0
V
｛1｝
u
一
［i］・B〕・
一［・・・…］／［議、、］・一
一
〉
一一
〉
［1］
［9］
／
／
［｛1｝］
［朗
＆＿
＆
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19） ［‡撫
u
V
］一［β総］・［譲副翫
一
［1］・［罰・一
一［…g・］／［。藁、、］・一
｛1｝一［1］／
・一’〉
［uO］／
團
［｛1｝］
＆
＆
・・）・・噸e・sen（・973・45）は・・一・ノー｛1｝と・・う規員描りえ礁・→・／一（VC）・｛1｝という
　　規則は不可能であると述べている．
21）〈本〉は，ho’N，　ho’理wa，　ho’Ne，　ho’No，　ho’想aという変化をするので，語尾の母音は短い．したがって，
　　ω，㈹の分析は妥豪でないことがわかる、また，ニへ核，ヲ核の基底形はそれぞれ／e／，／o／であること
　　がわかる，ハ核については，／wa／を規定形として選んでおくと，　w消去（w→φ／V＆＿a）によっ
　　て母音語幹のハ核の形を正しく派生することができる．
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